平成２１年度　国際化拠点整備事業　構想調書

	大　学　名
	 
	機関番号
	 

	学長名
	 
	所在地（都道府県）
	 

	構想責任者
	
	（職　名）

	申請経費

(単位：千円)

千円未満は切り捨てる
	年　　　度
	21年度
	22年度
	23年度
	24年度
	25年度
	合計

	
	事業規模
	
	
	
	
	
	

	
	
	補助金

申請額
	
	
	
	
	
	

	
	
	大学

負担額
	
	
	
	
	
	

	平成２１年度
における
他の事業への
申請状況
	事業名
	申請する取組名称・教育プログラム名称
	申請件数

	
	大学教育・

学生支援

推進事業
	テーマA

（大学教育）
	
	件

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	テーマB

（学生支援）
	
	

	
	組織的な大学院教育

改革推進プログラム
	
	件

	
	
	
	

	
	
	
	

	

	拠点
連絡担当者

（教員等）
	担当者氏名
	
	職名
	

	
	電話番号
	
	ＦＡＸ番号
	

	
	メールアドレス
	

	事務局

連絡担当者
	担当者氏名
	
	職名
	

	
	電話番号
	
	ＦＡＸ番号
	

	
	メールアドレス
	


	機関名
	

	［国際化拠点の構想の概要］



	 国際化拠点の概念図（海外における留学を促進するための取組、国内における留学生の受入のための取組について、構想の達成目標と取組計画をわかりやすく図示してください。）
　

	１．留学生への支援、受入体制、海外留学プログラムでの実績

	1-(1)　留学生の受入の実績

大学における、外国からの留学生の新規の受入を促進するために行っている取組、来日後の日本での生活に対する支援（宿舎の確保、大学内外での諸手続へのサポート、カウンセリング等）や奨学金やＴＡへの採用等の経済的支援の取組の実績について具体的に記載してください。［１－(1)、１－(2)合わせて１～２ページ］

	

	1-(2)　 日本人学生に対する教育課程に位置付けられた留学プログラム

	日本人学生に対する教育課程に位置付けられた留学プログラム、大学間交流協定等に基づく交換留学など、日本人学生の海外派遣の優れた取組の実績について具体的に記入してください。

	


	1-(3)　 大学の国際化の取組の実績
英語による授業の実施、留学生との交流、海外の大学と連携して学位取得を目指すプログラムの開発等による日本人学生の国際化、海外の有力大学が参加する国際的なネットワークへの参加、継続的教育連携など、大学の国際化の取組の状況について具体的に記入してください。［１～２ページ］

	○英語による授業の実施、留学生との交流、海外の大学と連携して学位取得を目指すプログラムの開発等による日本人学生の国際化の取組状況


	○海外の有力大学が参加する国際的なネットワークへの参加、継続的教育連携など、大学の国際化の取組の状況




	1-(4)　 国際化に向けた大学の組織体制

国際化に向けた取組を企画立案し戦略的に展開するための全学的な組織体制の整備や、国際化に対応するための教員・職員の採用や資質向上の方策など、大学の組織体制を国際化するための取組の実績について具体的に記入してください。

なお、国際化に対応するための教員・職員の採用や資質向上の方策について、下記の点については必ず記入してください。［１～２ページ］
【教員の国際化】

外国人教員、国際的な教育研究の実績を有する日本人教員の採用。ＦＤ等による教員の資質向上の方策。

【事務体制の国際化】

英語のできる国際担当職員の配置。語学等に関する職員の研修プログラム等による資質向上の方策。

	


	２．国際化拠点の構想

	2-(1)　英語による授業のみで学位が取得できるコースの計画（以下の点について具体的に記入してください。）

	2-(1)-①　本事業により設置する英語による授業のみで学位が取得できるコースの概要
上記のコースの名称、設置する学部学科名、研究科専攻名と、その人材養成目的と、外国人教員の配置・採用も含めた教員配置、開設（予定）年度について具体的に記入してください。

	
	英語コースの名称
	設置する学部学科等名、

研究科専攻名等名
	人材養成目的
	担当教員数
（括弧内は外国人教員数）
	開設（予定）
年度

	学部
	
	
	
	（　　）
	

	
	
	
	
	うち専任
	（　）
	

	
	
	
	
	（　　）
	

	
	
	
	
	うち専任
	（　）
	

	大学院
	
	
	
	（　　）
	

	
	
	
	
	うち専任
	（　）
	

	
	
	
	
	（　　）
	

	
	
	
	
	うち専任
	（　）
	


	２．国際化拠点の構想

	2-(1)　英語による授業のみで学位が取得できるコースの計画（以下の点について具体的に記入してください。）

	2-(1)-②　英語による授業のみで学位が取得できるコースの教育課程等
上記2-(1)-①に記入した各コースの人材養成目的に沿ったカリキュラムの具体的内容や、教員の国際的な教育研究活動実績を有する者の雇用や国際公募などの方法、海外派遣による教育研究活動への参加の機会拡大などによるその質の向上、各コースにおいて行う、国際通用性のある厳格な成績管理、教材や教授法の開発、学生による授業評価や教員間の相互チェック等による教育改善の計画について具体的に記入してください。［１～２ページ］

	


	2-(2)　留学生の受入のための環境整備（以下の点について具体的に記入してください。）

	2-(2)-①　留学生の受入計画
拠点構想の達成目標の実現のための留学生の受入計画に関し、受入重点国とその受入計画について、現在の受入状況との比較により具体的に記入してください。なお、受入重点国以外の国においても、受入計画を策定している場合は、その計画も記入してください。また、いつから受入重点国の海外拠点を設置しているのか（設置予定か）、及びそこでの取組についても記述してください。［１～２ページ］

	受入重点国

（２カ国以上）
	海外拠点の

設置年月日
	海外拠点における取組内容

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	○現在の受入状況との比較を踏まえた受入重点国とその受入計画（受入重点国以外においても計画を策定している場合はその計画も記入）



	2-(2)-②　留学生の受入・支援の計画
拠点構想における、日本での生活に対する支援（宿舎の整備、カウンセリング、学内文書の英語化など）や経済的支援（奨学金制度など）、就学に対する支援（日本語、日本文化の学習機会の提供、教育支援員等の配置など）、留学生に対する就職支援（インターンシップ、セミナーの開催、企業との連携など）の計画について具体的に記入してください。また、アドバンスド・プレイスメントの活用等、日本への留学を促進し、質の高い学生を確保するための方策について記述してください。［１～２ページ］

	


	2-(3)大学の国際化

大学の戦略等における本事業の位置付け、構想を戦略的に展開するための全学的な組織体制、構想の実施状況の評価と、その結果を踏まえた拠点構想の改善・充実を図るための組織等の計画、日本人学生の海外派遣の取組の計画等について具体的に記入してください。［１～２ページ］

	○大学の戦略的な目標、中期計画等における大学の国際化の位置付けと構想の関係

	

	○構想の実施体制の整備の計画（全学的な実施体制、評価体制の構築、事務体制の国際化、外国人教員の日本での活動への支援、海外において1年以上教育研究に従事した、または海外の大学で学位を取得した日本人教員の在籍状況や今後の雇用、留学生の受入を促進するための4月以外の入学などの計画について具体的に記入してください。）

	

	○日本人学生の海外派遣の取組の計画（単位互換や海外大学と連携した学位取得プログラム等の計画について具体的に記入してください。）

	


	2-(4)海外大学共同利用事務所の概要
大学が我が国全体の情報提供等を行う海外共同利用事務所として設置する事務所の名称、設置国・都市名、教職員の配置、施設・設備の概要、業務の計画について記入してください。なお、中東、アフリカ、中南米以外の国・地域で、戦略的に重要であるが事務所の設置・運営に困難を生じやすい国・地域に設置する場合は、設置・運営上の困難性について具体的に記入すること。また、事務所の業務の計画については、我が国の大学が学生募集を行う際のワンストップサービス業務（海外のおける説明会の開催や海外拠点においてテレビ会議システムを活用した入学審査時の面接の実施等）等の支援の計画について必ず記入してください。［１～２ページ］

	海外大学共同

利用事務所の名称
	設置国・都市名
	教職員の配置
	施設・設備の概要

	
	
	
	

	【上記の事務所の業務の計画等】


	海外大学共同

利用事務所の名称
	設置国・都市名
	教職員の配置
	施設・設備の概要

	
	
	
	

	【上記の事務所の業務の計画等】



	海外大学共同

利用事務所の名称
	設置国・都市名
	教職員の配置
	施設・設備の概要

	
	
	
	

	【上記の事務所の業務の計画等】



	2-(5)拠点構想の達成目標（以下の点について具体的に記入してください。）
留学生受入数（比率）、外国人教員比率、海外有力大学との連携プログラム、大学間交流協定に基づく交換留学、日本人教員の海外における教育研究活動への参加機会の充実に関し、中間評価の対象となる平成２２年度末、事後評価の対象となる平成２５年度末、留学生３０万人計画の最終年度である平成３２年度末の各時点での達成目標と、実施する取組の概要を記入してください。

	事項
	現状
	平成２２年度末
	平成２５年度末
	平成３２年度末

	留学生受入
	留学生数（Ａ）
	―
	
	
	

	
	
	うち博士課程

在籍者
	―
	
	
	

	
	
	うち修士課程

在籍者
	―
	
	
	

	
	
	うち学士課程

在籍者
	―
	
	
	

	
	
	上記以外

（短期留学生、研究生等）
	―
	
	
	

	
	（Ａ）のうち在留
資格が「留学」の者
	
	
	
	

	
	全学生数（Ｂ）
	
	
	
	

	
	留学生比率（Ａ／Ｂ）
	―
	
	
	

	
	留学生受入に関して実施する取組の概要
	
	
	
	

	外国人教員
	外国人教員数（Ｃ）
	
	
	
	

	
	全教員数（Ｄ）
	
	
	
	

	
	外国人教員比率
（Ｃ／Ｄ）
	
	
	
	

	
	外国人教員の配置

促進に関して実施

する取組の概要
	
	
	
	

	（前ページの続き）

	事項
	現状
	平成２２年度末
	平成２５年度末
	平成３２年度末

	海外有力大学との連携プログラムの新たな実施
	
	
	
	

	大学間交流協定等に基づく交換留学の拡大
	大学間交流協定等に

基づく派遣・受入人数
	平成２２年度末
	平成２５年度末
	平成３２年度末

	
	
	派遣
	
	
	
	

	
	
	受入
	
	
	
	

	
	【取組状況】


	【取組計画】


	【取組計画】


	【取組計画】



	教育研究活動への参加促進
日本人教員の海外における
	
	
	
	


	2-(6)-①拠点構想の取組計画（次ページに続く）

国際化拠点整備の構想の実施計画について、平成２１年度から平成２５年度の各年度の取組計画を具体的に記入してください。

	【平成２１年度】

	【平成２２年度】

	【平成２３年度】

	（前ページの続き）

	【平成２４年度】

	【平成２５年度】

	※大学としての資金計画

構想の実施にあたり、支援期間終了後の資金計画を具体的に記入してください。また、構想に関し、大学負担額がある場合は、その資金計画についても記入してください。

	

	2-(6)-②　その他国際化に関する取組の計画

大学が行う国際化拠点としての計画など、本事業の補助対象以外の取組で、上記2-(6)-①までに記入した構想の内容に関連し、宿舎の整備、奨学金の創設、英語コース以外の国際的な教育の展開などについて具体的に記入してください。

	


＜採択時公表＞








＜採択時公表＞
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